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皆
様
に
は
清
ら
か
な
新
年
を
お
元
気
に
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
各
事
業
に
一
方

な
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
町
民
各
位
が
活
気
に
満
ち
て
活
躍

さ
れ
、
喜
ん
で
学
べ
る
生
涯
学
習
基
盤
を
充
実
す
べ

く
、
職
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
相
変
わ
り
ま
せ 

ず
各
位
の
ご
指
導
を
宜
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

い
つ
の
世
も
そ
う
で
あ
る
が
、
良
い
こ
と
も
あ
れ
ば
思

い
が
け
な
い
こ
と
も
あ
る
の
が
常
で
は
あ
る
。
暮
に
き
て

起
き
た
糸
魚
川
市
の
大
火
災
は
、
被
災
者
に
と
っ
て
は
全

く
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
寒
さ
の

中
、
灰
と
化
し
た
我
が
家
を
呆
然
と
見
入
る
姿
は
痛
ま
し

い
。
一
日
も
早
く
生
活
が
元
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
う
。 

  
さ
て
、
新
年
。
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

夢
と
喜
び
が
あ
る
生
き
生
き
と
し
た
日
々
を
願
わ
な
い

人
は
い
な
い
。
夢
が
叶
い
、
喜
び
に
溢
れ
た
光
景
は
想
像

し
た
だ
け
で
嬉
し
く
な
る
。 

 

か
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
国
際

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初
の
優
勝
を
果
た
し
た

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
辻
井
伸
行
氏
の
母
・
辻
井
い
つ
子
さ
ん
の

講
演
を
昨
年
の
秋
に
聴
い
た
。 

 

伸
行
氏
が
生
後
間
も
な
く
全
盲
と
わ
か
り
、
事
実
を
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
気
持
ち
と
不
安
・
苦
悩
の
中
で
子
育
て

を
始
め
た
。
伸
行
氏
に
生
後
8
か
月
で
ピ
ア
ノ
の
音
楽
を

Ｃ
Ｄ
で
聞
か
せ
る
と
機
嫌
が
よ
か
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ル
は
問

わ
な
い
が
、
中
で
も
シ
ョ
パ
ン
の
『
英
雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
』

を
か
け
る
と
体
中
で
喜
び
を
表
現
し
た
。
Ｃ
Ｄ
が
痛
ん
だ

の
で
別
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
弾
く
同
じ
曲
の
も
の
を
買
っ

て
き
て
か
け
て
や
っ
た
が
、
喜
び
を
示
さ
な
い
。
そ
こ
で
、 

前
と
同
じ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
Ｃ
Ｄ
を
買
い
聞
か
せ
る
と
再
び

笑
顔
で
バ
タ
バ
タ
を
し
、
喜
ん
だ
。
い
つ
子
さ
ん
は
こ
の

時
、「
こ
の
子
は
聴
き
分
け
る
力
が
あ
る
ん
だ
」
と
気
づ
い

た
。
小
さ
い
時
か
ら
伸
行
氏
は
、
音
楽
性
・
創
造
性
に
優

れ
て
い
た
と
い
う
。 

  

あ
る
時
、
い
つ
子
さ
ん
は
書
店
で 

盲
導
犬
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
一
冊
の 

本
に
目
が
止
ま
っ
た
。『
フ
ロ
ッ
ク 

ス
は
わ
た
し
の
目
』（
視
覚
障
害
の 

あ
る
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
福
沢
美
和
著
） 

と
い
う
題
名
の
本
で
あ
る
。 

 

そ
の
本
に
は
、
福
沢
さ
ん
が
視
覚
障
害
で
も
歌
舞
伎
や

美
術
展
に
出
か
け
、
生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送
っ
て
い

る
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
一
気
に
読
み
通
し
た
。
そ
の

後
、
い
つ
子
さ
ん
は
福
沢
さ
ん
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
、

福
沢
さ
ん
と
会
う
こ
と
に
な
る
。
福
沢
さ
ん
か
ら
「
障
害

者
と
あ
ま
り
思
わ
な
い
で
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
育
て

た
ら
い
い
」
と
言
わ
れ
、
胸
の
つ
か
え
が
と
れ
た
。
香
り

を
嗅
が
せ
た
り
、
絵
の
説
明
を
し
、
ス
キ
ー
・
水
泳
・
キ

ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
自
然
体
で
育
て
て
い
く
中
で
、
伸

行
氏
の
創
造
性
が
一
段
と
膨
ら
ん
で
行
く
。
福
沢
さ
ん
の

影
響
で
あ
る
。（
福
沢
美
和
さ
ん
は
福
沢
諭
吉
の
ひ
孫
） 

 

そ
し
て
、
常
に
子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
プ
ロ
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
へ
の
道
を
一
緒
に
歩
ん
で
き
た
。
い
つ
子
さ

ん
は
自
ら
の
考
え
を
こ
う
語
っ
た
。「
子
育
て
で
は
褒
め
る

こ
と
を
基
本
に
、
自
ら
は
明
る
く
、
楽
し
く
、
あ
き
ら
め

な
い
生
き
方
を
大
切
に
」
と
。 

  

人
は
厄
介
な
こ
と
が
生
じ
る
と
悪
い
方
へ
悪
い
方
へ
と

考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
解
決
で
き
な
い
も
の
は
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
、
明
る
く
・
楽
し
く
・
あ
き
ら
め
ず
に
何
事

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

新
春
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

「この世界にアイは存在しません。」入学式の翌日、数学教

師は言った。ひとりだけ、え、と声を出した。ワイルド曽田

アイ。その言葉は、アイに衝撃を与え、彼女の胸に居座り続

けることになる。ある「奇跡」が起こるまでは―。 

 ｉ  ･･･ 西 加奈子 著 

 放浪の碁盤師・吉井利仙と、彼を師と慕う若き囲碁棋士・

愼。ふたりが出会う入り組んだ謎の先に見える情念の闇と論

理の光。囲碁をめぐる宿命に取り憑かれたような不思議な事

件の数々は、ふたりに何をもたらすのか? 

月と太陽の盤 ･･･ 宮内 悠介 著 

紙の城 ･･･ 本城 雅人 著 

東洋新聞はＩＴ企業からの買収宣告を受けた。そのＩＴ企

業の会長を裏で操る権藤は、かつて東洋新聞にいた記者だっ

た。パソコン音痴の社会部デスクの安芸たちは徹底抗戦を決

意し…。記者魂を懸けた最後の攻防戦がいま始まる。 

あひる ･･･ 今村 夏子 著 

あひるを飼うことになった家族と学校帰りに集まってく

る子供たち。一瞬幸せな日常の危うさが描かれた「あひる」。

おばあちゃんと孫たち、近所の兄妹とのふれあいを通して、

揺れ動く子供たちの心の在り様を、あたたかく鋭く描く。 

 

 

12 月 21 日（水）、中央公民館講堂において今年度最後の出雲崎総合大学「出雲崎を訪れた文人墨客～古代・

江戸編～」を開催し、講座終了後には閉講式を行いました。 

今年度も 50 名を超える方が受講し、全単位取得者（全 14 回受講）5 名（下記のとおり）、基準単位取得

者（11 回以上受講）13 名にそれぞれ認定書が授与されました。 

どの講座も大変好評で年々参加者も増え、人気の出雲崎総合大学は、来年度もより一層の内容の充実を図

り、様々な企画をいたしますので、皆さまのご参加をお待ちしています。 

全単位取得者（順不同） 

生田 フジさん（小木） 

佐々木 直江さん（羽黒町） 

山田 正明さん（稲川） 

渡辺 行雄さん（井鼻） 

渡辺 広子さん（井鼻） 

 

受講者による集合写真 

 12 月 21 日（水）、出雲崎町沢田出身の下平（しもたい）真弓さんが教育委員会を訪問し、

図書館に自転車による地球流浪体験記を寄贈されました。 

下平さんは、21 歳の若さで自転車片手に渡米。その後 4 年近く、4 大陸 35,000 ㌔を彷徨

った経験を道中で書き綴った日記をもとに著した旅エッセーの PART2 が昨年発行されて

完結した。現在も世界を股にかけて活動されています。益々のご活躍を期待しています！ 

※写真：今回寄贈されたのは流浪記の PART1。英文。現在日本語で案内する Facebook 

 ページを更新中。 https://www.facebook.com/AJapaneseVagabondJapanese/ 

さまよ 
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〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

〈出
雲
崎
小
学
生
の
俳
句
〉 

 初
雪
の
予
報
聞
き
つ
つ
膝
さ
す
る 

川 

西 
 

遠
藤 

比
呂
女 

白
息
の
ぶ
つ
か
り
合
う
て
魚
市
場 

て
ま
り
団
地 

 

本
間 

加
津 

 1 月 26 日は、法隆寺金堂壁画が焼失した日であり、この日を「文化財防火デー」と定め、文化財を火災・

震災・その他の災害から守るための文化財防火運動が全国的に展開されます。文化財を災害から守るために

は、文化財周辺の地域住民の協力・連携が欠かせません。 

 出雲崎町にも多くの文化財があり、1 月 26 日（木）には良寛堂（県指定文化財）において文化財防火訓練

を実施します。貴重な文化財を大切にすると共に、親しみ愛護する心を育みましょう。 

 

虫
た
ち
に
よ
ば
れ
て
開
け
る
ま
ど
ガ
ラ
ス 

六
年
生 

 

小
林 

正
和 

我
家
で
は
枝
豆
合
戦
戦
中 

六
年
生 

 

南
波 

凜 

赤
と
ん
ぼ
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
す
ご
い
な
あ 

五
年
生 

 

田
村 

快
斗 

赤
と
ん
ぼ
夕
日
に
ま
じ
り
空
を
飛
ぶ 

五
年
生 

 

中
澤 

真
依 

新
米
は
す
ご
く
お
い
し
く
ま
っ
白
だ 

四
年
生 

 

安
達 

結
羽 

漬
樽
を
ま
わ
し
干
し
た
る
小
六
月 

井 

鼻 
 

細
木 

郵
子 

買
ふ
鱈
は
県
外
産
で
海
を
見
る 

尼 

瀬 
 

斉
藤 

凡
太 

 

 

 良寛記念館では、3 月 31 日までの間、新春企画展「良寛の

書簡展」を開催しており、良寛の書簡や絵画等の展示品のギャ

ラリートークを右記のとおり開催します。入館は無料です。皆

さまのご来館をお待ちしています。 

○日時：1月 24日（火） 

 19:00～20:30 

○場所：中央公民館 2階 大広間 

○講師：新潟県立大学 斎藤 裕教授 

○演題：「虐待」の防止の方向性と 

     親子で過ごす経験の大切さ 

○英会話教室 １２日（木）・１９日（木）  ○出雲崎ッズ １６日（月）・２３日（月）・３０日（月）  

○さわスポ教室 １７日（火）  ○書道教室 １９日（木）  ○子育て講演会 ２４日（火） 

○ノーメディア・デー ２０日（水）・３０日（月）  ○文化財防火デー ２６日（木） 

  

  ○書道教室 ２１日（木）   

新
米
は
元
気
に
な
る
も
と
食
べ
よ
う
よ 

四
年
生 

 

石
井 

亜
実 

い
く
さ
ち
ゅ
う 

 

 町青少年育成町民会議では、子育て講演会を開催します。 

 子育てに不安や困難を感じていませんか？講演では、今の子

ども達に不足している「直接体験」の内容等を楽しく、分かり

やすく説明します。 

親子の関係を見つめ直すいい機会です。子育て世代の保護者

の皆さまの参加をお待ちしています。 

○日時：1月 29日（日） 11:00～ 

○場所：良寛記念館 

○解説：当館館長代理 永寶 卓 
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東京オリンピック・パラリンピックの聖火リレーを出雲

崎町に誘致するために「奥の細道ルート」の実現を要望す

る署名にご協力いただきありがとうございました。皆様の

おかげで当初の目標を上回る 362 名分の署名を集めるこ

とができました。集めた署名は奥の細道サミット事務局で

ほかの自治体の署名と合計し、大会組織委員会に要望をし

ていきます。 

聖火リレー実現のため、今後とも応援をお願いします。 

 12月 4日（日）に剣道教室と柔道教室の児童・生徒を対象とした平成 28年度昇級審査会を開催しました。

両教室合わせて 24 名の参加者が 1 年間の努力の成果を発揮しました。今年度の剣道ではこれまでの内容に

加え、木刀を用いた「形」の審査も行いました。竹刀とは違う木刀の感覚に子供たちの顔つきもより真剣な

ものになっていました。柔道では受け身と実戦を行い、あいさつ、礼儀、技術などの点を審査しました。 

 1 年の締めくくりとして行う昇級審査会は、日頃から練習に励む子どもたちにとって自身の成長を実感す

ることができる良い機会になったことと思います。 

新年あけましておめでとうございます。昨年中は公

民館主催の各種スポーツ大会にご参加ご協力いただき

ありがとうございました。 

昨年のリオデジャネイロオリンピックではメダルラ

ッシュに沸き、最後まであきらめないで頑張る根性は

素晴らしいものでした。4年後の東京オリンピックに、

それ以上のメダルを期待して応援したいものです。 

10月には、あの読売ジャイアンツにドラフト指名を

受けた池田駿さん（背番号 48）。こんな小さな町から

プロ野球選手が誕生するとは喜ばしいことです。ぜひ

皆さんで応援しましょう。 

また町民卓球大会が復活しますので、ぜひ大勢の

方からのご参加をお願いします。 

今年もスポーツ推進委員全員で頑張っていく所

存です。町民の皆さまからもご協力いただけますよ

う、よろしくお願いいたします。 

1/11, 18, 25（水） 19:30～21:00 


